
90年代中国映画の試み
-~流浪北京一最後的夢想者』と

『鳩鳩』の比較を手がかりにして

舘けさみ

はじめに

90年代の中 しな

ければならないの 80年代の特筆すべき事象としては「第五世:代J(1) 

場があげられるの第五世代監督とは、 78

当

マ性重視の作品と謹い、

したことから、新しい1tt代の到来を予五銭させた 80年代後

半から 90年代にかけて、第五世代監替の動IPJにより、 i決j商界の嬰な向性

の一つが形づけられていった。

意匠をこらした「映橡Jがもてはやされた反動のように、 90年代に入ると、

(2) が新たに脚光を浴びるよう~こなった。 i映像表象の分野において、

が支持を集めるとともに、

90年代初め、テレ

った番組が創設さ

(ドキュメンタリ…)Jと

る番組ができるまでになっ

た 90年代半ばになると、映画界で興行不授の劇i決断を民話に、

映画が高し

呂新前氏!土、 f紀実j の実践揺を検証し、:主にテレピ界において、

主流で、あった、まずナレーションを審きあげ、それをもとに撮影する

題片(特定のテー?に関し解説を主とするドキュメンタリー)に対し反逆する

ことから、来rrたな概念の紀録片(ドキュメンタリー)が創作されはじめたと

いた。そして 80年代後期から始まり 90年代へと続いていくその実践の試みを

「新紀録運動j と命名している(針。だが f新紀録運動Jという名称自体は、日

氏が提示する以前の 92年に、 ドキュメンタリー制作に携わる、英文光(紛ら十

数人の若者たちによる、非公式の集まりで、すでに正式に提出されていたと、

呂氏自身が指摘している (7)。当時はドキュメンタリーに関する討論がされた

だけで、いかなる宣言や綱要もなかったため、その用詩は広まらず、呂氏が検
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したニとで、広く知らしめられることとなっ 呂氏はこの運動に

として、 『流浪北

をあげている(針。

92年のその集まりに参加していた光州は、初監督作品から現夜にいたる

まで、数多くの摩1]1決議iiを撮り続け、 90年代に11央闘制作の活動を始め

る一人と|ヨされている。 92年当時、張は、 ドキュメンタリ一作品

そのものはまだ制作していなかったが、すでに埠rJs;k:磁を制作していた(10)。そ

の 19JI，語;替作『版協~(1!) はフィクションでありながら、随所に f ドキュメンタ

リーJを組み合わせた作品で‘ある。けれども、呂氏の論述はドキュメンタリー

1コ
nn 

く

にのみ絞られているため、強元自身についてやその初期作品に対する詳綿

らないっ

と張元は、 92年に集うまでに、それぞれが初監替作

いるつしかも、それまでの経験と初監督作品の撮影スタイノレは、

と同じようにみえる会だが作品を詳細に検討するとその違いがみえて

ともに 90年代の幕開けを飾った、この二人のおJ監替作品をとり

その成立過程と特徴を確認するつ次にその結果を踏まえ、両者

の長遂に者民することによって、 90

とを間的と

中00映磁が目指したものを探るこ

- Wi荒波北京Jの撮影方法

したもの

『流浪北京jを撮った時;士、 ドキュメンタリーとはどう定義

するのかもどう掘るのかもしらず、作品名もなければ下書きノートもなか

ったヮ言十両や指示の下で「作品を制作する」という以前からの撮影方法に

うんざりし、完全に翻人として自由にやりたいと考えて、よく知った人に

カメラを向けたのがそもそもの始まりで、周辺の友人から撮り始めたので

あるつ 〔中 JlI各}

その結果として、『流浪北京Jを撮る時、 f傍観者のようにj なるようで
きるだ、け務め、傍らにじっとしていて、カメラの中の人が何をするのか或
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いは何を訪すのかを冷静に見つめていた。 rJJ=~場の純度j を保つため、後

期編集の時には、 150分の作品中ナレ…ションも音楽も加えなかったの

初見開が狭く自分は革命的なことをなしえたと思えたが、「ドキュメンタ

リーj と称される作品を見ると、 ドキュメンタリーの基本iやの基本をした

にすぎないことが分かつが (1'2)

呉は専門的な知識はj寄っておらず、テレビ局で働いた経験と、そこで矢口り

った友人との話し合し功、ら、撮影方法を模索した。友人が日本へ行ったi探に児

たドキュメンタリ一番組を覚えていて、彼に口述してくれたのその口述し

心を捉えたのが、 f真実の現場j と rriコ断されない過組j という ."--J

であった。それを心に留め、ただ以前からの方法を好定する方法を選びとのな

がら作品を作り

だが撮影方法を模紫する意識はあるものの、

らないため、最初から f傍観者Jの立場をとるの

メIj関文俊氏によれば、 f代弁者j という

前の現象を、そのままカメラで追うという

る過程で[少しずつ観察者の方へと、

を撮りはじめ、「ただ誌の

されj、長期間報り

IZq 

日 く自

なることができた。そして

場面は、「以前の焼舌さが完全に消えたj

、fただ自の前の現象を、そのままカメ

記録するとしづ撮影方法が効を奏したとは考えられよう手たが、

j主闘したいのは、その過程を引き11:lした、もう…つの手j去である丹

形式に着目すると、作品は二種類の映像からなっている。 川つは、

備や演劇練習等、彼らの日常の行動や主たる活動をカメラで追うだけのi決橡で

あるつもう一つは、固定酪留に話し手である登場人物がそれぞれ…人だけです決

り、カメラの向こうにいる相手の閉し 1かけに答えるという、インタピ、ュー形式

を用いた映像である。呉文光は、まずナレーションがあり、それに基づし

影するという方法を拒否した結果、とにかく仲間に自由に語らせることにし

たのり。先に触れたように、この作品は後続ドキュメンタリ一作品にも大きな

影響を与えており、当時の中国で、は新鮮にとらえられたインタピ、ュー形式はそ

の後続作品でも多く用いられているという(1針。この作品で、は、このそノロー

(28J 



グともとれJる、インタピ よって f鏡舌jから「沈黙jへの過桟が引

きJ却され、その援異が明雄になったの

従来の、まずナレ…ションがあり、そのナレーションが規定する内容を映像

化するという方法を若手定するとともに、編集段階でつけることができる説明や

もあえて加えず、つまり別次元から被さる音声を全て排除し、現場の音

を残したのそれは捺場人物自身の言葉であり、声であって、その個人の

r /J、さなj 声だけが|決後に意味を与えるようにした。呉は、中国のドキュメン

タリーで、それまでの1から与えられた「大きなj停に映橡をあてはめる方法

るために、インタヒ、、ュー形式を含む、新しいドキュメンタリーの

方法を模索

ニ 張先と初監督作『嬬嬬』

ま についてf簡単に触れたいの張は 85年に北京電影学院撮影

時のi決闘界では、『黄土地が世界的に注自され、中

る「第五批代j という名称が生まれる記念碑的な

ように、第瓦世代監督の影響は大きく、入学時のみ

ら容易に抜け出せなかった(17)。

である五/l'¥srt(18)が初監督する作品 WTJ税制;こカメラマンと

して参加したのだが作品制作が資金難で難航する中、配属先が決まった王が

けることになり、その跡を引き継いで張が監督することになる川)。これは、

とって、第五世代以降の若手数替である新世代にとって、卒業

り、記念碑的な作品となった。

と仕事の関係、で別居している

をもった 13才になる息子の蕗

倒をみているの起:は息子が治ることを信じながらも、預かつてもらえる学校も

施設もなく、夫や周囲からの理解を得られず、次第に追いつめれ孤立してし 1く。

作品の形式は白黒部分とカラ一部分が混在している。先に紹介したあらすじ

は、作品の大半を占める白黒部分である。残りがカラ一部分であり、一見して、

ノンフィクションであり、事実を撮影したドキュメンタリーであることがわか

囲内では電影資料館以外に2本のフィルムが売れた(20)だけで、公開が限定

されためか、作品の詳細な批評が極めて少ない。また解説されたとしても、

i決酪として考えるためか、フィクションである白黒部分の内容だけζ焦点が
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あてられ、カラ一部分は新奇な手法としてのみ取り扱われ軽視されてきた(21)。

このカラ一部分を含めた作l弘全体について考えるために、まずは、 '31%のドキュ

メンタリ…に対する意識と作品制作の背最について、張自身が誇る簡tVfをひく。

在学時は最高の条件が整っていて、海外のドキュメンタリーを見

はあった。だが l中間i決闘にはドキュメンタリーの歴史が欠けている。 49

年以降、 ドキュメンタリーは政治笈伝l決闘の代名詞となった。(中1ft各]

学校で外国のテレピ局のために短いドキュメンタリーを作る機会があり、

その撮影時、生活の中にある真実のものが作品に存夜することはとてもi面

白いことを見出し、務飾もjJlJえず考えも入れずただ自

こそが、私に深く影響を与えるものだと

j捺に資金や各方面'で制限があったため、劇中人物と

の演技を選ぶだけでなく、実際の母親のインタピュ

とに1や (22)

張は資金難のためインタピ、ニェー場面を多くJq=J~ iたとも言うが、

なく、実践を通して学んだ手法による効果を理解し、

では

にとりし 1れ

たと考えられる。では、どのようにドキュメンタリーをフィクション

わせたのかを詳細にみていくことにするの

時間の長さが占める割合からみて、大半を占める自黒部分のフィクションが

あり、そこにカラーのドキュメンタリーが随時挿入されるの ~34 真の畿を

参照していただきたいっ説明の都合

カラ一部分は、張の引用部分にある、

れ以外の場面と、容易iこ二種額の映像に区73IJできるため、

~③とIRJj!Jしてふった。

作品を上映時間j慎iこ追ってみていくと、白黒部分フィクションの主人公であ

る母が苦境に I~おると、彼女の気持ちを代弁するように、その産後に、{嘩害児を

持つ母親のインタピ、ュ一場面のカラ一部分Ar-._..Dが配置されている。

ハでは、母が友人と話しながら料理をし、自を離した隙に、子供がけがをし

てしまう。そして治瞭を受け帰宅する時に、近所の人の悶を気にしつつ家;こ入

っていく場面となる。その後にAが挿入される。 Aでは実際に障害児をもっ母

親が登場し画面の外にいる人に向け「人の自が気になり外出も気が引けるj と

誇る。
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エでは、学校も演け先もみつからず仕方なく，息子を職場の図書館に連れて出

るが、日をj離したl織に息子の4，本に71<.をかけ、その結果上司に子連れ出勤を

やめるよう詰われてしまう。帰ろうとして出 1:::1まで来ると、守織が息子に物語

を|鵠かせてくれていて、その二人を後ろから眺めている母の姿がi決し出されるや

その後日が挿入される。日では二人の悶:殺が登場し、一角人聞は憾害児の教育や

関するtll日度の猿備の不備をi嘆き、一:入国は学校を探し閉つ

へは、息子に対する夫との意見の違いについて友人である女医と話しながら、

息子を探しにいき、倒れている息子を発見するつその後、友人に勧められた治

療法である、体に包帯を巻きつける場面が続く。その直後のCに、二人自の母

親として白黒部分の主人公が登場するの息子が発病前はとても利発で夫婦とも

に可愛がっていたこと、現夜自分にはその名残が垣間みえるため回復の希望を

持っているが、夫はそうではないこと

トは、!ヨ:が大量の薬を*'にとかしいれ息子に飲ませて殺そうとするが、結馬

はできず縫いってしまい、その後間を党ました患、子は何もしらず、傍にあった

そのJJ<.を飲み干すφ 討が覚め息子の異変に気づいた母が病院に運びこむと、霞

そ

る。

フィクションとカラ一部分のインタピ、ュ一場部は

その他のカラー場面。②③が挿入される位震は

どうだろうかc まずはその場出の内容を紹介するつ①は大人しく摩っている障

もつ子供の顔が複数映るが、これだけでは状況が分からない。②

く世話をされている幼児や子供が映しだされる。③:ま告と舎が今

くり返され、そこに大人たちが出口でイ守つ中子供が次々に出て来る下校鼠

くつよって①②③は、施設や学校で世話を受けられる、恵まれた環境に

いる障害兜を撮影Lた伺種の映像と推察できる。次に時間J!漬に追い、挿入箆所

前後を検討していく。

舎のi宣言むイは可母:の手が丹念に子供の体の汗をぬぐう場面である。産後ロで

は、先のイと①が交互に映し出される。そして子供がベットに裸で横たわる姿

が映しだされ、その後タイトノレクレジットになる。

②のTI主的ホは、母が息子を家に閉じ込め出勤すると、息子は税に上がり窓の

外を克ょうとして蕗ちてしまう。倒れこんだまま毘を閉じた息子の顔と窓の外

し出され、そこへ木に止まる鳥のお話をしてくれる母の声がし
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はじめると、雨の中を母:と恵、子が二人で…つのピエーノレを被り寄り添って歩く

姿に切り替わるのそして②が挿入される。ホと②は、施設に入れない子と入れ

る子との扱いの対比として受けとれる。

③のi度前チは、久しぶりに戻った実家からの贈り、自分が亡くなった

はどうなるかと考えながら、プラットホームでぼんやり立っている 11'司に、

は傍を離れてしまう。その後恵子がし 1ないのに気づき、駅を出て期間の荒地を

探し1司る場聞が続く。そして③が挿入される。次にチと交百Jこi決しHうされ、

後は荒J'告に横たわる息子に包帯を巻く間:の姿で静止した映像に、字幕が被さっ

て、 i決闘は終わる。

②は、直前の白黒部分との関わりが見出せるが、イむからはす

い。よって、①~@はi南緯の映像表現だが、 A ，-.，:. D のような物語の流れにそっ

た配震で、はないため、作品全体との関わりが明確にならない。

そこで、カラ一部分Cのインタピ、ュー場面に、自

ということに注自して考え試してみたい。まずCは作品全体のちょうど中間に

し、 C直後に、それまで話題にはなっていたが姿を現さなかった

し、その姿が具体的なi快橡として登場するの次にカラ一部分Cの内容をみると、

ように、 Cで、母:が語る内容と白黒部分全体は合致してい

じれば、この白黒部分は、 C~こ登場す明る彼女が諮る内容を映橡{としたものと考

えることができる。そこで白黒部分にカラ…部分が随時挿入されていると

えず、カラ一部分全体を独立させ、とりだ、し並べると次のようになる。

〈じAB②CD③

ように、 A'""-'Dは、障害児を抱え保護を受けられず苦労している母

親たちのインタピュー場揺であり、①~@は、梅設で保護さ

いる障害児を撮影した映像で、ある。 A~D と①は対比されてj}f[べられられ

ている。よって、カラ一部分全体は、保護を受けられる側と受けられない側の

現況の大きな違いを扱った独立したドキュメンタリー作i誌とみることができ

そう考えるならば、作品全体において、智頭、中間点、最後にある、カ

分①、 C、③が、それを暗示する仕掛けとして配置されていたとみることがで

きる。作品冒頭でイと①、最後でチと③が、つまり白黒部分とカラ一部分が交

互に映し出される映橡が、最初と最後に配置されることによって、枠として機

能し、全体を構造的に逆転させるように作用している。中間点CはABDと

い、自黒部分の母親が登場し、観客を驚かせるとともに、それを…j翠明確にし

た。
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え、作品に占める1時間の割合を考厳しなければ、作品全体が全く

ってみえてくる。単純に時間j艇に追えば、白黒部分のフィクションを補うため

に、カラ一部分のドキュメンタリーが挿入されているようにみえたのだが全体

を考えあわせると、先にドキュメンタジー作f誌が存在し、その中のイン

タピューに議場する一人の母親が諮る内務を、白黒部分で映像化し、全体に組

み合わせたと考えられる。

クレジットから主演女優が脚本を担当していることからも推察で

きるように、彼女自身が実際に障害児を抱え、脚本はそれをもとに書カ通れてい

る。インタビュー場i百で語られる内容が先に存在すること な)1演序ともい

える。

ら、張元の映像と膏声に対する姿勢がみえてくる。インタピ、ュー場面

られた内容を映像化していることから、張元にとっては、肉声である

おわりに

をし

し、そこから生み出される内容に郎し、映像を構成したのである。

は、 92年までに、ともにテレピ局でドキュメンタリーの仕事

し、その経験を基に自分なワの方法を模索し、初監督作品を撮

っているっそして、彼らの作品は分野の違いはあるものの、インタビュ…形式

を多用し、その試みによって、 90年代の幕開けを飾った作品として高く評紘

うと共通項ばかりが並んでしまうっしかし、作品について、

らかになった。

でのドキュメンタリーに異議を唱えるため、インタピュー

?小さ

フィクシランにドキュメンタリーを意図的に配置することにより、

構造の逆転を関り、音声をi決後化することを目論んだ。呉とは違う手法で、個人

の f小さなj声を掬いあげた。

では、張はなぜそういう選択をしたのか。呉がそれまでの主流であったもの

に異議を唱えたように、張も同様に挑んだ結果と言えないか。それを検討する

には、より詳細で広範な分析が必要で、あるが、紙轄の都合上、ここでは簡単に

見解を述べるだけとする。

先に触れたようにも慌の大学入学から卒業後まで、つまり八0年代半ばに第

五世代監督が登場して以降、中国映画界を代表する「主流Jとしての位置に

据えられた。そのため、張元らの前には常に f目標とすべきものj として第五
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世代がいた。意UIを凝らした映像でその前の世代に挑みその枚置を勝ち敬った

に異議をi唱えるために、張は小さな音声を映像化することを選択した

といえるだろう。

90 年代初めを代表する二人の作!日~ ~士、 80 年代の f主流j に対して、ともに

反発し異議を唱えるために、それぞれの手法を摸紫し獲得していっ

時間
(分)

色彩 ;場面内容

。 母:の手が子供の体の円二を丹念にぬぐう

障害児復数の顔のアップ

くイ

タイトノレクレジット

イ

① 

し出される〉

1 -2 

1コ

/'¥ 

16 -17 A 

22 - 24 日
一
ホ

28 -29 
、、

35 -37 C 

62 - 64 

73 

最後

注

(1) I凍章Il歌，間壮壮，張芸謀等、 82年に北京電影学院卒業後、 80年代半ばから後半

に監督デピューを果たした監督を、前の世代の監腎とi玄j)IJするため、 q:q翠i決臨史に

おいて、第五番目にあたる世代として、この名称がつけられた。当初〕張芸謀以外は

全て導演系卒とi理定されていた。その後 90年代以降デビューしたIRJi世代も!苛学院

卒でありさえすれば、その作品の特徴に関わらず、全てを指すようになり、 i境

iま単なる世代長三分として使用するようになった。

( 2) ドキュメンタリ -1決翻の定義も色々と議論が尽きない状況であるようであれ

(34J 



I日車Ii"smJ3;:の22見を参考lこ、ここでは f紀実jを単に「ドキュメンタリー的手法Jと

の意味でPFJいる。

日新ifsifcl:J1認紀鍬影片:観念、与1illiイ恥(((紀鍛r=l:1留:汚代中間新紀録運動》生活・読

書・新知三1僻番目

( :3) 93年2月より L抑:地視台が という 40分番組を始め、 93年か

ら例年にかけては 30%台という商い視聴率をあげ、最高視聴率 36%にまでなった

というの 95年以降は徐々に下降したものの、九割]は「紀録片jと銘打った番組が次々

に露出没されたというの

的民 f.1.....海《編職議))J 

http://www. filmsea. cのn~ cn/focus/article/200112290021.htm 

(4 )雑誌《電ii52芸術))(97年 3持198 年 3 期 991~三 3 期)によれば、文献記銭形と磁が

年間興行l'関伎のトイ立を占めたの 96 年ム{立関投鐙~ 97 年三位~Iï'大転折~ 98年一一位引鶏

(5 )日新橋「11前中間紀録影片発展開題備忘J(投 2と向じ)三O六~三O七真

(6 )呉文光明九五六年~ïi者生まれ。 82 年雲南大学卒業後、職業分配により

となるうその後新総へ行き、 85年雲南に廃ワ新設のテレビ局で{動く。 88年よち北

京{E位。

( 7) ;刊新雨 f導誇 ZE ，鳥托:J:I~rl)鹿j髭l二…新紀銭運動布中間J (注2と間じ)一三頁

il射録イ十醸造新紀録jす運動一品新i"iffl訪談J(注 2と問じ)三八)¥.頁

呉文光監督藤望:辛苦霊影独立制作一九九O年以降

とのみ表記する念

( 9 )張九六三年南京生まれ。 89年北京電影学院撮影系卒業ぅ分配されず所属先

なし

(10) ドキュメンタワー作品例年?広場~ (共間監督段錦)11) 99年

(11) 張粒子野張健撮影議燕脚本主擁立耳安議影制片範一九九O年

( 12) 呉丈光 f皇賞受IJ現場:我理解的種紀録片J ば鏡頭橡自己的眼精一様》上携文芸

出妓社二一年) "吋ニ~ン三ミ頁

(1:3)料開文:綾引中間のドキュメンタリー映弼は~ ，ま〉呉文光の F放設の北京一最

後の夢想、者たち~J 002期筑摩書房…九九一年)詔八頁

(14) 彼は、:11:人の芸持家の前lこカメラを据えつけ、仲間;こ話しかけるように話して

くれと頼んだ。そして彼らの誌を辛抱強く撮り続け、その主張がもっともよく現わ

れているシーンを追し、かけたのだった。 J(注目と開じ)四六貰

(15)段錦Jll談 '1:::智洪「訪問位独立紀録片制作人一段錦J11、蒋構J

http~/Ifanhall. com/show喝 aStx?id=1728&cid=6

(16) I凍凱歌監督張芸謀撮影広西電影串IJ片誠一九八Jm年邦題了黄色い大地J

(17) 85 年 .~H寺、 f第五世代j 監督の禁場により、とりわ(tIi黄土地』によって、突如

造塑や檎関という美術に関する分野が映痴の重点となったため、北京電影学院への

入学に美術関連の者が宥手IJとなったという 3

(35J 



i格学長談穂背松・黄i鴇「耳打王者受 1964 '~J影経~創設煉}~x' I~均 J (((我的撮影机不l1iXtl荒先

鋒電影人橋梁一生子 1961~ 1970)) 11コ|主!友説出版公司二OO，_年) 岬九七潔

89年初め卒業前に f北京電影学院85年入学綻l卒業生全体jという築関署名で ri中

間l決簡のポスト『黄色い}¥:::J;也』現象ー I:IJ[謡i快簡に闘する談話りという撤文が発表さ

れ、その後雑誌<<1::.海主芸術))九九三年第四期に掲載された。 f第五世代j舵Y貯の

特徴とされる「郷土高官]が重荷となっ、てi快 IT部許可刊さが服 9n~である状況や、司'[玄!の iJl:

代iま分:か法に反対しその害そう理論の誤りを説いているの

黄式潜「第六代:予|そ iき辺縁I~I句 ‘糊抗， J ( 中間期['1=:代

議影論文集》学林1:1:¥版社二00三年)

(18)壬小1511)…九六三年生まれ。 89年北京電i影学院導鵠系卒業。

配されるの

(19) r一九九O年の一年間 と『持制に取り組んだが、当時は独也制作にしよ

うと考えていた。れ馬鵠』は元々は|当分が捻'障しようと、脚本やカット書11も|当分が

したのだが、その後も抑制りの金はずっと来なかった。!

五小曲t談 程背松・裁関 f第七輩 1966:1:/J唱ITelJ'i註影之1mJ (性 17とi苛じ)三O九

~ 

仁王小針1が手がけたという脚本やカット書IJは米児であり、挿入されるインタピ

場面が最初の構想段髄から存在したかどうかは定かでない。だが最終的に作品を完

成した張元に決定権があると考える。)

(20)張元談 穏青松・黄鴎 f第三寧 1963張元:自由!ドj議:写J(治 17と柄引 '柄。
頁

(21)白黒部分のフィクションだけをとりあげ解説する例として以下をあげておく。

戴錦華 f霧中風景:初読“第六代 "J<<鶏i判嵐長中間屯彩文化 1978 1998))北京

二000年三九六~三九七斑
(22)張冗談 i王継芳 f第問主主実験!蚊廓]1手影損j

http://w市~. bookhome.net/jishi/other/20sjzhdlm/OO~html 

(<<20世記最後約浪穂北京自由装踏家生活実験》北方文芸出版社戸川九九九年)

(立教大学非常勤講師)

(36) 


